
 

●  13日、塚地さち

県議が新型コロナウ

イルス感染対策で一

般質問に立ちました。 

発熱しても医者に診てもらえず、まず、自費で2000

円前後の抗原検査キットを購入し、その検査結果がな

ければ受診できないという今の県のやり方は、経済的

弱者を医療から排除する非道なシステムであるのでや

めるべきだ。希望する県民には、抗原検査キットを郵

送するなどの方法を講じるべきだし、経済的に厳しい

方々に対する検査キットの購入費へは具体的な措置を

講じるべきと県の姿勢を質しました。 

●答弁に立った知事は、「第7波において、検査キッ

トの供給が追い付かず、入手が困難になったので、国

から配布された検査キットの無料配布を行った。 

その後、検査キットが入手しやすい状況となったた

め、無料配布を休止していますが、今後、発熱外来や

流通状況がひっ迫してきた場合は、速やかに再開する

予定」と答弁しました。 

●さらに続けて、知

事は「経済的な理由

など検査キットの購

入が困難な方々につ

いては、発熱等の症

状が出た場合は、自己検査は不要ですので、速やかに

医療機関で受診していただくようお願いします。」と

述べました。 

 この間、県は、発熱や咳などの症状が出た場合、市

販されている抗原検査キットを自費購入し、陰性が確

認された者のみ発熱外来以外の医療機関で受診できる

として、実質的に、検査キットを自費で購入できない

県民を発熱外来以外の医療機関で受診できないとして

いました。 

●ある母子の方は、「一個2千円もする検査キットを

家族分買うとなると、一週間分の食費がなくなる。物

価高でこれ以上生活費を削ることもできんのに。」と

言っています。また、生活保護を受けている方も「診

察を受けて投薬してもらえれば医療保護の対象になる

のに、薬屋で購入するのは保護費から出ないので、手

が出ない」との声が寄せられていました。 
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